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月 

日 

「
防
災
の
日
」 

「
防
災
の
日

防
災
の
日
」 

「
防
災
の
日
」 

は 

１ 

9

１ 

9大
地
震
の
被
害
想
定
が 

見
直
さ
れ
ま
し
た 

　
神
奈
川
県
で
は
、
今
年
の
７
月
に

大
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
の
見
直
し

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

　
近
い
将
来
に
発
生
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
神
縄
・
国
府
津
―
松
田
断
層
帯

地
震
な
ど
８
つ
の
地
震
に
つ
い
て
、

よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
被

害
想
定
を
算
出
し
て
い
ま
す
。 

　
町
で
も
、
最
大
震
度
が
６
強
以
上

と
な
る
場
合
が
あ
り
、
甚
大
な
被
害

が
出
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
県
で
は
、
「
神
奈
川
県
地
震
防
災

戦
略（
仮
称
）」
を
策
定
し
て
い
く
と

と
も
に
、
内
容
に
つ
い
て
冊
子
の
配

布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
順
次
公

開
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

地
震
に
対
す
る
事
前
対
策
を 

①
寝
室
に
は
な
る
べ
く
家
具
を
置
か

な
い
。 

②
家
具
に
転
倒
防
止
器
具
を
取
り
付

け
る
。 

③
窓
ガ
ラ
ス
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
。 

④
通
路
や
出
入
口
に
は
荷
物
は
置
か

な
い
。 

⑤
割
れ
た
ガ
ラ
ス
を
踏
ん
で
怪
我
を

し
な
い
よ
う
丈
夫
な
ス
リ
ッ
パ
を

用
意
す
る
。 

⑥
懐
中
電
灯
、
バ
ー
ル
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
非
常
持
出
品
な
ど
を
常
備
し
、

定
期
的
に
期
限
な
ど
を
確
認
し
て

お
く
。 

⑦
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、

家
族
で
防
災
会
議
を
開
い
た
り
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
。 

 

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う 

　
災
害
時
に
は
、
ま
ず
自
分
の
身
を

守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
　 

　
ま
た
、
発
生
後
に
町
や
消
防
な
ど

の
公
的
機
関
が
す
ぐ
に
全
て
の
災
害

現
場
で
救
援
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。 

　
そ
の
た
め
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
な
ど
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
や
連

帯
感
に
基
づ
い
て
、
地
域
ぐ
る
み
で

人
命
救
助
や
初
期
消
火
を
行
い
ま
し

ょ
う
。 

 

地
震
が
起
き
た
ら 

①
「
地
震
発
生
」 

　
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
慌
て

ず
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身
を
隠

し
、
身
の
安
全（
特
に
頭
部
）を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。
最
初
の
大
き
な
揺
れ

は
約
１
分
間
で
す
。
家
に
い
る
場
合

は
、
火
の
始
末
を
素
早
く
行
い
、
ド

ア
や
窓
を
開
け
、
逃
げ
道
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
揺
れ
が
大

き
く
て
動
け
な
い
場
合
は
無
理
を
せ

ず
、
身
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
ま

し
ょ
う
。 

            

②
「
発
生
後
１
〜
２
分
」 

　
い
っ
し
ょ
に
い
る
家
族
の
安
否
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
火
元
を

確
認
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
電

気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
ま
し
ょ

う
。
出
火
し
て
い
た
ら
初
期
消
火
を

行
い
ま
す
が
、
火
が
天
井
ま
で
達
し

て
い
た
場
合
は
速
や
か
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

 

③
「
発
生
後
３
分
〜
」 

　
隣
近
所
の
人
へ
声
を
か
け
、
近
所

で
出
火
し
て
い
た
ら
初
期
消
火
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
非
常
持
出
品
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。 

④
「
発
生
後
５
分
〜
」 

　
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
確
認
し
、

避
難
後
は
協
力
し
て
消
火
・
救
出
・

救
護
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
余
震
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

          

地
震
発
生
時
は
津
波
に
注
意
を 

　
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

津
波
が
来
襲
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
海
岸
や
河
川
付
近
に
い
る

と
き
は
、
す
ぐ
に
高
台
な
ど
へ
避
難

し
ま
し
ょ
う
。 

　
大
正
１２
年（
1
9
2
3
）９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
は
、
死
者
・ 

行
方
不
明
者
１４
万
人
以
上
と
い
う
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
９
月
１
日
を
「
防
災
の
日
」
と
定
め
、
災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら 

な
い
よ
う
、
全
国
各
地
で
防
災
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

▲関東大震災で堤防が倒壊した大磯海岸 

　（大震災記念写真帳より） 



大磯中学校 

県立大磯城山公園 
 

大磯運動公園 

大磯ロングビーチ 

国府中学校 

平塚商業高等学校 

平塚工科高等学校 

大磯高等学校 

大磯小学校 

大磯中学校 

国府小学校 

国府中学校 

福祉センターさざれ石 

障害福祉センターすばる 

名　　　称 

名　　　称 

神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道、台町 

西小磯東（ＪＲ東海道本線以南）、西小磯西（ＪＲ東海道本線以南）、 
中丸（国道１号以北及び不動川以東） 

西小磯東（ＪＲ東海道本線以北）、西小磯西（ＪＲ東海道本線以北）、馬場 

中丸（国道１号以南かつ不動川以西）、国府新宿（ＪＲ東海道本線以南） 

生沢、月京、石神台、国府新宿（ＪＲ東海道本線以北） 

高麗（３丁目東海道本線以北） 

高麗（３丁目東海道本線以南） 

高麗（１丁目・２丁目）、東町、長者町 

山王町、神明町、北下町、北本町、南下町、南本町、茶屋町、裡道 

台町、西小磯東、西小磯西 

中丸、馬場、月京、国府新宿 

生沢、寺坂、虫窪、黒岩、西久保、石神台 

災害時要援護者 

災害時要援護者 

対　象　地　区 

地　区　名　等 

広域避難場所広域避難場所 広域避難場所 

指定避難所指定避難所 指定避難所 

大規模地震の時の延焼火災から身を守るための一時的な場所 

大地震等の発生で、被災により自宅等で生活できない方が一定期間入所するための施設 

※町では都市計画区域に基づく市街化区域以外の地区（寺坂・虫窪・黒岩・西久保）については、広域避難場所を指定して 
　おりません。 
※高麗・東町・長者町・山王町の４地区につきましては、大火災が発生した場合、近くの公園や公共施設等を一時的な避 
　難場所としてご利用ください。また、町では一時的な避難場所を増やすため、民間の土地の利用も含め調整しておりま 
　すので、ご理解ご協力をお願いします。 

※災害時要援護者とは、高齢者・身体障害者・知的障害者・精神障害者・児童・病弱者・乳幼児・妊産婦・外国人等の地 
　震災害時に迅速かつ適切な避難行動をとることが難しく、また、必要な情報が得られないなど、災害時にハンディキャ 
　ップを負う可能性の高い方をいいます。 

　
ま
た
、
津
波
は
何
度
も
来
襲
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
津
波
警
報
や

注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
絶
対

に
海
岸
や
河
川
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

           

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度 

　
町
で
は
災
害
発
生
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象
と

し
た
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
「
災

害
時
要
援
護
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
策
定
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
理

解
と
協
力
に
よ
り
、
防
災
力
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
支
援
が
必
要
な
方

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報

を
地
域
の
支
援
団
体
と
共
有
す
る
こ

と
で
災
害
時
に
要
援
護
者
の
ス
ム
ー

ズ
な
救
出
・
避
難
活
動
に
役
立
て
る

も
の
で
す
。 

　
な
お
、
申
請
に
あ
た
り
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
本
人
及
び
家
族
の

方
に
同
意
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
支

援
団
体
以
外
へ
の
情
報
提
供
や
目
的

外
の
使
用
を
し
な
い
よ
う
十
分
配
慮

し
て
い
ま
す
。 

 

姉
妹
都
市
と 

物
資
応
援
訓
練
を
実
施 

　
町
で
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
長
野

県
小
諸
市
及
び
岐
阜
県
中
津
川
市

と
、
災
害
時
に
お
互
い
に
支
援
し
合

う
た
め
、
平
成
17
年
11
月
15
日
に
防

災
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
神
奈
川
県
の
被
害
想

定
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
７
月
14
日

に
小
諸
市
を
訪
問
し
、
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
今
年
の
防
災
訓
練

に
お
い
て
、
お
互
い
に
物
資
応
援
訓

練
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

             

　
ま
た
、
今
後
は
中
津
川
市
へ
同
様

の
訪
問
を
行
い
、
防
災
体
制
の
強
化

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
防
災
対
策
室
　
☎
内
線
２
４
１ 
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▲物資応援訓練に協力依頼 


